
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and TourismGeospatial Information Authority of Japan

｢平成30年北海道胆振東部地震｣等における
国土地理院の災害対応支援の取組

第3回情報共有会合

平成30年10月3日
国土地理院北海道地方測量部

３．電子基準点による地殻変動監視

SAR（合成開口レーダ）による変動の面的な把握

UAV撮影

２．判読による状況把握
空中写真の判読による浸
水推定段彩図、土砂崩壊
地分布等の作成

・斜め写真撮影
・垂直写真撮影
・正射画像作成
垂直写真は、罹災（りさい）
証明発行時の現況資料とし
て利用可能

１．空中写真の撮影

だいち2号の衛星画像による解析

災害対策基本法に基づく指定行政機関（地方測量部、支所は指定地方行政機関）として、
測量・地図分野の最新技術を活用し、被災状況の把握、地殻変動の監視を行い、関係機関に
情報を提供しています。

国土地理院の災害対応支援の概要

災害時の対応検討

・地方公共団体災害
対策本部
・現地対策本部 等

被災状況の把握・分析･公開 地殻変動の把握・分析・公開

情報を直接提供
（内容、使用方法の説明）

平成30年北海道胆振東部地震
撮影範囲

斜面崩壊・堆積分布図

地殻変動
把握

４．干渉SARによる把握
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５．情報を分かりやすく提供

地理院地図による
情報提供

（関係機関、国民）



平成30年7月豪雨（倉敷市真備町付近）

１．空中写真の撮影

平成30年北海道胆振東部地震（厚真町字吉野周辺）

＜主な活用事例＞
行方不明者捜索時の参考資料（警察・消防・自衛隊）
家屋や土砂崩壊による被害状況の把握（TEC-FORCE等）
災害査定の資料（国土交通省）
り災証明発行時の現況資料等（地方公共団体）

発災後に速やかに空中写真撮影を実施
被災した地方公共団体等の要望を踏まえた
撮影範囲を設定
撮影後、概ね1日で情報提供及び公開開始
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国土地理院の空中写真撮影範囲

平成30年北海道胆振東部地震への対応

厚真町字吉野周辺
【9月6日撮影（発災2日目、9月7日提供）】

厚真町字幌内（厚真ダム）周辺
【9月6日撮影、（発災2日目、9月7日提供）】

１．空中写真の撮影
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土砂崩壊地分布図

凡例 斜面崩壊・堆積範囲
雲による未判読範囲

２．判読による状況把握

平成30年北海道胆振東部地震にともなう斜面崩壊・堆積分布図
国土地理院が9月6日から11日にかけて撮影した空中写真から、平成30年北海道胆振東部地震によっ
て生じたと考えられる斜面崩壊・堆積範囲を判読。
発災7日目（9月12日）に公開、15日に地域を拡大
図面をPDFファイル及び地理院地図上で公開するとともに、GISで利用可能な形式でも提供

拡大図全体図

5

土砂崩壊地分布図

２．判読による状況把握

平成30年7月豪雨災害による浸水推定段彩図（倉敷市真備町周辺）
発災当日（7月7日）の映像等の情報から浸水した範囲の端の地点を確認し、その地点か
ら標高データを用いて浸水面を推定し、浸水面から水深を算出（深さ毎に色別表現）
発災1日目（7月8日）に提供、図面をPDFファイルで提供
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３．電子基準点による地殻変動監視

地盤の変位から速やかに地表断層の位置や規模を把握
する（概ね発災後１時間で把握）

電子基準点による地殻変動監視
全国に約1,300点設置
24時間365日観測を実施
日々解析・リアルタイム解析を実施

震災後、水が引かなかった石巻市
東日本の広い地域で地殻変動（最大水平5.3m 沈
降1.2m）
広い地域で沈降が生じたことが大きな理由の一つ（海
岸地域は沈降により海より低くなった）
上下変動データは復興計画検討に非常に重要

上下変動
青色が濃いほど沈降
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GNSS衛星

３．電子基準点による地殻変動監視

電子基準点「門別」において南方向に約5cm、「厚真」において南東方向に約5cmの地殻変動
が見られたほか、その周辺の電子基準点で小さな地殻変動が確認された。
なお、この結果は地震に伴い電子基準点が傾斜した影響を含んでいる可能性がある。 8



SAR干渉画像

変動後

地表

変動前

2015年2月10日～2016年4月19日

干渉SARの
観測イメージ

熊本地震発生前後の干渉SAR解析結果

4/14 21:26（M6.5）

4/16 01:25（M7.3）

4/15 00:03（M6.4）

４．干渉SARによる把握

干渉SAR
地球観測衛星「だいち2号」のデータを使用
広域な地殻変動情報を得ることができる
天候に観測が左右されない
地上に観測機器が必要ない

既知の活断層（赤線で
表示）よりも右（東）
側まで地殻変動が広がっ
ていることが判明

干渉SARのしくみ
衛星からレーダー電波を斜め下に
送受信
異なる時期の2回以上の観測の
差から、その間に発生した衛星と
地表の間の距離の変化を計測
距離の変化を色に対応させた画
像を作成 9

４．干渉SARによる把握

平成30年北海道胆振東部地震発生前後の解析結果（SAR干渉画像）
（2018年8月23日～2018年9月6日 11:41頃、暫定）

震央の南東部で最大約5cmの衛
星に近づく変動が見られる。
また、厚真町からむかわ町にかけての
平野部で局所的な変動が数多く見
られる。
この結果は、電子基準点で観測され
た結果と整合的。
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左側（被災後：平成30年9月6日撮影）と右側（被災前：平成23年撮影）の状況を国土地理院ホームページで公開

５．情報を分かりやすく提供（被災前後の比較）

平成30年北海道胆振東部地震（厚真町吉野地区）（発災後2日目、9月7日公開）

被災前後の比較
地理院地図の２画面表示機能を使い、左右の画面を見比べることで災害前後の状況を確認可能
空中写真の情報公開と同時に閲覧可能
２画面は、拡大縮小及び移動は連動し、任意の場所を閲覧が可能

11

左側（被災後：平成30年7月16日撮影）と右側（被災前：平成19年撮影）の状況を国土地理院ホームページで公開

５．情報を分かりやすく提供（被災前後の比較）

平成30年7月豪雨（倉敷市真備町付近）（発災後10日目、7月17日公開）

被災前後の比較
地理院地図の２画面表示機能を使い、左右の画面を見比べることで災害前後の状況を確認可能
空中写真の情報公開と同時に閲覧可能
２画面は、拡大縮小及び移動は連動し、任意の場所を閲覧が可能
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国土地理院ホームページから情報を公開

災害に関する情報の入手は
国土地理院の災害対応については、国土地理院ホームページの「災害関連情報」で公開
（http://www.gsi.go.jp/）
被災状況を把握した空中写真や判読図などについて災害事例ごとに検索・閲覧・入手可能
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おわりに

国土地理院は、
〇被災の状況を様々な手段で迅速に収集し
〇必要とされる情報を分かりやすく提供する
ことで被災地の復興を全力で支援します。

問い合わせ先：
国土地理院北海道地方測量部 防災情報管理官

Tel:011-709-2311（内）4504
mail: gsi-ho-bousai@ml.mlit.go.jp
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